
② ＰＤＣＡサイクルの展開とスパイラルアップ

解 説

労働安全衛生マネジメントシステムの活動では、トップが基本方針を表明して、職

場における安全衛生目標を設定していきます。その目標に則ってリスクアセスメント

を実施し、そのリスクに基づいて対策を立てていくことで、目標の達成を図っていき

ます。目標が達成されない場合は、どこに問題があったかを検討して、改善を重ねて

いくことで達成を目指していきます。

これらを踏まえますと、①の個別事業に対するリスクアセスメントも活動の中で

は重要ですが、②の PDCA サイクルの展開は、マネジメントシステムの骨組みとも

いえる部分になります。このサイクルを展開していくことで改善が積み重なり、段階

的に活動のレベルも上昇して螺旋状の向上（スパイラルアップ）となっていきます。

③は、産業保健活動における技術の伝承は、直接マネジメントシステムとは関係が

ありません。しかし、文書化が求められるマネジメントシステムにおいては、マニュ

アル化のひとつとして技術の伝承を項目としてもよいかもしれません。

｢産業保健２１｣６１号 産業保健クエスチョン
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